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鼓笛隊引継ぎ式 3月10日（月）    

《引継ぎの言葉》 

私たちは、体操朝会、運動会などの様々な場面で演奏させてい

ただきました。失敗したときは、みんなで原因を考えて解決し、

うまく演奏できた時はとても嬉しかったです。2 月の展覧会の舞

台発表では、たくさんの拍手をいただき、私にとって小学校生活

の深い思い出になりました。私たち鼓笛隊にとっても、くいのな

い最高の大舞台となりました。 

新しい鼓笛隊のみなさまも、この伝統ある鼓笛隊を引継ぎ、心

に残る演奏をするために頑張ってください！ 

６A 児童 

 

卒
業
式
式
辞
よ
り
（抜
粋
） 

 

私
の
好
き
な
画
家
に
星
野
富
弘
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
そ
の
絵
を
初

め
て
見
た
と
き
の
驚
き
は
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

星
野
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
、
器
械
体
操
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
、
星
野
さ
ん
は
中
学
校
の
体
育
教
師

の
道
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

自
分
の
夢
を
描
い
て
い
た
教
師
生
活
も
二
か
月
が
過
ぎ
た
あ
る

日
、
そ
ん
な
星
野
さ
ん
を
不
幸
が
襲
い
ま
す
。
器
械
体
操
の
部
活
動

を
指
導
中
、
マ
ッ
ト
運
動
の
模
範
演
技
を
見
せ
た
時
、
二
メ
ー
ト
ル
以

上
の
高
さ
か
ら
頭
か
ら
落
ち
て
し
ま
った
の
で
す
。
医
師
の
診
断
は
頸

髄
損
傷
、
第
四
頸
椎
前
方
脱
臼
骨
折
。
星
野
さ
ん
は
、
そ
れ
以
来
、

歩
く
こ
と
も
、
寝
返
り
を
打
つ
こ
と
も
、
自
分
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と

も
で
き
な
く
な
った
の
で
す
。 

星
野
さ
ん
は
嘆
き
、
悲
し
み
ま
し
た
。
で
も
、
あ
る
こ
と
を
き
っか

け
に
し
て
、
口
に
筆
を
加
え
て
絵
を
描
く
よ
う
に
な
った
の
で
す
。
そ

し
て
そ
の
絵
の
片
隅
に
、
自
分
の
想
い
を
字
で
つ
づ
り
始
め
ま
し
た
。 

私
の
首
の
よ
う
に 

茎
（く
き
）が
簡
単
に
折
れ
て
し
ま
った 

 

し
か
し
菜
の
花
は
そ
こ
か
ら
芽
を
出
し 

花
を
咲
か
せ
た 

 

私
も
こ
の
花
と 

同
じ
水
を
飲
ん
で
い
る 

 

同
じ
光
を
受
け
て
い
る 

強
い
茎
に
な
ろ
う 

自
分
の
現
実
を
受
け
止
め
、
先
を
し
っか
り
と
見
据
え
て
い
る
力
強

い
言
葉
で
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
苦
し
い
と
き

や
悲
し
く
な
る
時
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
ど
ん
な
と
き
で

も
、
顔
を
上
げ
て
、
前
向
き
に
生
き
て
く
だ
さ
い
。 

神
様
が
た
った
一
度
だ
け 

 

こ
の
腕
を
動
か
し
て
く
だ
さ
る
と
し
た
ら 

母
の
肩
を
た
た
か
せ
て
も
ら
お
う 

風
に
揺
れ
る
ぺ
ん
ぺ
ん
草
の
実
を
見
て
い
た
ら 

そ
ん
な
日
が
本
当
に 

来
る
よ
う
な
気
が
し
た 

星
野
さ
ん
は
体
が
不
自
由
に
な
って
か
ら
ず
っと
、
お
母
様
に
付
き

添
って
も
ら
い
ま
し
た
。
色
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
の
も
、
食
事
や
用
便
の

お
世
話
も
、
お
母
様
の
仕
事
で
し
た
。
自
分
の
置
か
れ
た
環
境
か
ら
、

新
た
な
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
感
謝
の
気

持
ち
を
も
ち
、
優
し
い
、
あ
った
か
い
人
間
に
な
って
く
だ
さ
い
。 

 

そ
ん
な
星
野
富
弘
さ
ん
も
、
昨
年
の
四
月
、
七
十
八
歳
で
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
小
学
校
生
活
の
大
切
な
時
期

に
、
制
限
が
多
い
中
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。 

「コ
ロ
ナ
で
生
活
の
制
限
を
受
け
た
、
我
慢
さ
せ
ら
れ
た
。
」と
思
う

だ
け
で
な
く
、
「制
限
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
って
、
新
し
い
景
色
が
見

え
た
。
」と
前
向
き
に
と
ら
え
て
く
だ
さ
い
。
問
題
解
決
し
な
が
ら
進

ん
で
き
た
皆
さ
ん
で
す
。
き
っと
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

令
和
七
年
三
月
十
八
日 
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送別ドッジボール大会 3月6日（木）      体育科 教諭 
３月６日（木）に送別ドッジボール大会を行いました。２月２５日（火）から３年生以上で予選が始まりま

した。思い切りボールを投げたり、ボールをよく見て捕ったりして、一人ひとりがチームの勝利に向かって一

生懸命取り組む姿がどの試合でもみられました。本戦には５年生・６年生が進出し、全校児童が応援する中で

準決勝が行われました。高学年の素早いパス回しや、力強いボール、フェアプレー精神を心がけた真剣な姿

に、下級生から憧れのまなざしが注がれていました。決勝戦は５Ａ対５Ｂ。捕っては投げて、投げては捕られ

ての連続で、残り５分の２ボールではどんどんボールが飛び交い、見ていてとても面白い試合でした。熱戦の

結果、５Ｂが優勝しました。５０年以上続く送別ドッジボール大会。閉会式では在校生を代表して３年生が６

年生へ送別の花束を贈りました。終わりの言葉では、６年生から下級生へ「ドッジボール大会を通して学んだ

ことをいかして、たくさんのことに挑戦してほしい」というメッセージが送られました。６年生の思いを受け

取り、また来年のドッジボール大会にむけて、いろいろなことに挑戦し、これからも楽しくドッジボールをし

てほしいと思います。 

来年度運動会のメダル決定 
運動会の参加賞になるメダルデザインを全校 

から募集しました。各クラスで選ばれた候補作 

品の中から、全校児童で投票を行い、来年度は 

５年Ａ組児童のデザインに決まりまし 

た。ポンポンとトロフィーを持った２人のかわ 

いい女学館生が描かれている作品です。どんな 

メダルキーホルダーが出来上がるのか運動会を 

楽しみにしていてください。 

 

２Ａ 児童 

みんなで列になってまとまって歩くことは少しできなかっ

たけれど、一番大切な「けがをしないで安ぜんに気をつけて

あそぶ」が守れてよかったなと思いました。また子どもたち

だけで計画して行動する遠足に行きたいです。 

 

２A 児童 

 こどもの国ではみんなとえがおであそべました。またもん

だいがあっても、みんなでそうだんしてかいけつできました。

一年生の時よりもみんなできょう力してみんなでかいけつで

きて、一人ひとりの心が大きくなったなあと思いました。 

 

１B 児童 

わたしは、はんちょうでした。みんながきちんとついてきてくれ

るかとてもしんぱいでした。なんどもふりかえってかくにんしまし

た。みんなついてきてくれていたのであんしんしました。はんのみ

んなでソフトクリームをたべました。さむかったけれど、みんなと

たべたらおいしかったです。 

１B 児童 

 みんなできょう力して、たのしい一日がすごせてうれしかっ

たです。ひつじやうし、かもにもえさをあげました。たのしか

ったです。みんなで大きなおかにのぼりました。「やっほー」

とみんなでいいました。おかの上にのぼったとたん、からだが

あたたかくなりました。すてきなけしきも見られました。 

生活科校外学習こどもの国 2年生 3月7日(金) 

 

１A 児童 

子どもどうぶつえんはうさぎとモルモットをさわれて、かわい

くて、さらさらして、気もちよかったです。わたしたちがいった

とき、クジャクがはねをひろげていて、しゃしんをとりたくなる

ほどきれいでした。ミニSLはトンネルがあって、本ものにのっ

ているみたいでした。みんなでなかよくこうどうして、たのしく

あそべたとおもいます。 

１A 児童 

 おもしろじてん車の2人のりが、とってもたのしかったです。

がんばったことは、みんないっしょにこうどうできたことです。

わたしはとけいがかりだったので、はんのみんなにじかんをつた

えて、きめられたじかんの中でグループできめたよていでまわれ

るようにがんばりました。けいかくがぜんぶできて、うれしかっ

たです。 

 

生活科校外学習こどもの国 1年生 3月4日(火) 

２B 児童 

 1年生のときにのれなかったポニーにのれてとてもうれしか

ったです。8人でくふうして行どうすることができ、1年生の

時のはんせいを生かすことができてうれしかったです。1日

中、とても楽しかったです。 

 

２B 児童 

 2年生として、ふくはん長として、せいいっぱいがんばれた

きがしました。みんなで力を合わせて「はんの友だちとなかよ

くあそぶ」のめあてをかんぺきにまもれたと思います。はんせ

いの〇（よくできた）が1年生の時よりふえました。 

 



 

東京女学館小学校ホームページ https://tjk.jp/p/ 

令和６年度 第91回卒業式 
3月18日(火)に第91回卒業式を記念講堂で挙行しました。通い慣れた学び舎を後にしたのは74名の卒業生です。

式では、担任の先生の指名呼称にしっかりとお返事をして壇上を進み、盛永校長先生から卒業証書をいただきました。

式辞や祝辞では新しいステージでの活躍の励みになるような数々のお言葉もいただきました。6年間の半分ほどは、コロ

ナ禍の規制の下での学校生活だった子どもたち。それでも学びや人のつながりを絶やさず笑顔で生活を送ることができ

たことへの感謝が、在校生代表の送辞や卒業生代表の答辞で述べられていました。 

 ダイナミックで自分の思いを素直に表現することの多かった今年の卒業生は、「緊張」「厳粛」を保てるようになるまでに

時間がかかり、練習では思い思いの方向を向いていました。式前日には、卒業の歌「仰げば尊し」で伝えたい気持ちや

６年間を振り返って今、どのような思いなのかなどを話し合いました。また、証書をいただく際の立ち居振る舞いはどうある

べきかを改めてなぞっていました。そうして迎えた当日は、一人ひとりの思いが体現された晴れ姿や卒業生の結束が見ら

れた卒業式となりました。式の終わりは、参加者全員での校歌斉唱。１年生から 5 年生にとって、6 年生と一緒に歌える

最後の校歌。それぞれの感謝がこもった歌声は、講堂中に優しく大きなまとまりとなって響きわたりました。 

 ３月末には、卒業記念品として贈呈された２本の桜が小学校校舎の裏で花開きます。いつまでも小学校に彩を添えて

くださることに心より感謝申し上げます。保護者の皆様には卒業式後に心温まる謝恩会まで開催していただき、本当にあ

りがとうございました。教職員皆で、感謝と共に子どもたちの健やかなご成長を心より祈念し、旅立ちを祝福いたしました。 

🌸ご卒業おめでとうございます🌸                              小学校教頭 下 田 栄 子 

生活指導部より            生活指導部長   

通学時に所持しているものについて、以下のことを再度ご確認ください。 

（１）ICカード 

カードマネー機能がついていますが、登下校中は通学以外の目的（買い物等）

で使用させないでください。通学に必要な金額を確認して、保護者の方があら

かじめチャージしてください。学バスで使用する場合、定期入れに IC カード

が入っていますと、バスの定期券を見せる時に機械に反応して料金をとられる

場合があります。利用方法と注意事項については、ご家庭でもお話ください。 

（２）位置情報端末 

 位置情報端末は、登下校の安全確認のために所持するものです。メールや通

話の機能は使用しません。ご家庭でも使い方の約束を守ってください。 

※その他、春休み中に「児童手帳」「保護者のしおり」を読み直し、新年度に向

けて学校のきまりをしっかりと確かめてください。（新年度一部変更あり） 

 

 

 

クラブ三校対抗親善試合   3月1日（土）会場：東洋英和女学院小学部 

                             体育科 教諭 

毎年恒例の東洋英和・豊明・東京女学館小学校の女子校三校による親善試合が行われ

ました。参加クラブはバドミントン・テニス・バレーボール・バスケットボールです。

今年度は卓球クラブも参加し、東洋英和・白百合・東京女学館の三校で試合を行いまし

た。どのクラブも年に１回のこの対外試合に向けて、たくさん練習をしてきました。勝

敗や学校に関係なく、上手なプレイには自然と拍手があり、年間でがんばってきたスポ

ーツを大いに楽しみました。試合後のランチ交流会では同じ運動クラブの他校の児童と

お話をし、和気藹藹とした雰囲気の中で、親睦を深めることができました。 

 

 

バスケットボールクラブ          

私がバスケットボールクラブの活動で最も楽しみにしていることは親善試合です。な

ぜなら他校との交流を深められ、バスケットボールの技術をみがけるからです。私たち

６年生はもとから人数が少なく、５年生の数人が６年生チームに入りました。１回目の

試合は東洋英和さんとの試合でした。次は豊明さんとの試合で、最後は三校の６年ミッ

クスチームで試合をしました。英和さんも豊明さんもとても強くて学べることがたくさ

んあり、ミックスでは他校の６年生と同じチームでプレイをして、仲を深めることがで

きました。最後の親善試合はとても楽しくて、良い思い出になりました。 

６A 児童 

 

 
バレーボールクラブ 
親善試合の感想を6年生が一言ずつ書きました。 

たくさんのチームと試合をし、２勝２敗でした。もっと力をつけて頑張ろうと思

いました。（６A 児童） 

最後の試合で、全力を出すことができました。しっかりサーブが打て、よい経験に

なりました。（６A 児童） 

最初サーブが入らなかったけれど、最後にはしっかり点を入れられたのでよかっ

たです。（６A 児童） 

試合の結果は２勝２敗でした。サーブもたくさん入り、活躍できたので、満足する

ことが出来た最高の日でした。（６A 児童） 

６年生で最後の試合でした。３年間のがんばりを自分なりに思い出しながら、プ

レーすることができました。（６B 児童） 

 

 

卓球クラブ 

「最後の親善試合」                        

 私は、今回二回目の親善試合に出場しました。五年生の時は、準決勝で負けて悔しかった

ので、この一年間試合に勝てるように練習を積み重ねてきました。 

 試合当日、リーグ戦では全勝することができました。4年生、5年生も大活躍し、5人がＡ

リーグに出場できました。トーナメント戦では、最初は負けていたけれど、あきらめず戦っ

て勝つことができました。決勝戦では 2年連続優勝した選手と戦いました。とても強く、な

かなかボールを打ち返せず、粘ったけれど負けてしまいました。今回、2 位という結果は去

年よりも良かったのに、なぜか去年よりも悔しく感じました。私は卒業するけれど、来年は

後輩が優勝できると信じて、応援しています。                      ６A 児童 

 
バドミントンクラブ            

 私たちは、東洋英和と豊明小学校の皆さんと3つのコートに分かれて試合をしました。ル

ールは11点マッチのデュース無しでした。私は4・5年生の時の親善試合は1回も勝ったこ

とがなく、絶対に1回でも勝ってみたいと思って1年間皆で頑張って練習してきました。結

果は4回戦中2勝2敗でした。いつもと違う人と試合ができて、色んな打ち方などを学べま

した。そのあとは全員でレクリエーションをしました。チームに分かれてドッジボールもし

ました。他の学校の皆とドッジボールをしたことがなかったので、いつもと違ってすごく楽

しかったです。他にも都道府県を用いたゲームなどをして仲が深まりました。この親善試合

で友達も何人かできてとても貴重な経験になりました。このことは一生忘れません。6 年生

はこのメンバーでバドミントンをすることはもうないけれど、これからも今までのことを思

い出して家族みんなでバドミントンをしたいです。                   ６B 児童 

 

 

テニスクラブ 

今回は、日が照っていてとても気持ちがよく、絶好のテニス日和でした。 

ダブルスの試合では、ペアの子と、お互いに「そっちにいったよ！」と声を掛け合

い、カバーしあったので、同点にできました。新六年生のみなさん暑さ寒さに負け

ずチームワークで後はいを引っぱって行ってください。（６B 児童） 

一年ぶりの試合で、東洋英和さんも女学館も去年よりとても上手になっていて、

すごく面白い試合がたくさんできて良かったです。テニスの試合が終わった後は、

東洋英和さんの食堂でお弁当をいただきました。達成感を感じながら食べたお弁当

は、さらにおいしく感じました。（６B 児童） 

 

 

 

ひなまつり会 3月3日（月）         1年生担任 

１・２年生による「ひなまつり会」が行われました。２年生のお姉さまへのプレゼントを準備する

時からわくわくしていた１年生。本番は、少し緊張した様子で２年生のお姉さまを拍手でお迎えしま

した。１年生からは、心を込めた歌と鍵盤ハーモニカの演奏をお届けし、２年生からは、楽しいおど

りを交えた力強い歌の発表がありました。１年生、２年生、それぞれの良さが光る発表でした。発表

の後は、１年生から２年生へ、お礼のお手紙とつばさで作った絵、キャンディーマグネットを詰めた

プレゼントをお渡ししました。１年生の表情からは、１年間、２年生のお姉さまにしていただいてき

たことを今度は自分たちがするんだという決意も感じられるようでした。 

最後に全員で「うれ 

しいひなまつり」を歌 

い、今年度のひなまつ 

り会を締めくくりま 

した。 

 

すずかけ「お箸の使い方」（2/20～2/25）担当教諭 

今年度も南部 久美子先生を講師にお迎えして、授業が行われました。1～3

年生は自分の使い慣れたお箸で、4年生は割り箸で、正しいお箸の使い方を丁

寧にご指導いただきました。お箸は「挟む」「摘まむ」「運ぶ」などの、11 個

の動作をすることができます。1～4 年生の授業では、その動作を一つでも多

くできるように挑戦する姿が見られました。4年生は、お椀を持ちながらお箸

を持つ方法を教わったので、来年度のテーブルマナー教室でも是非活かして

ほしいと思います。5年生は、折れた野球バットからできたお箸に着色をして、

世界に一つだけのMYお箸を作りました。出来上がりが楽しみですね。 


